













努力の積み重ねにより辛うじて勝利を収めたのである (Jo/ rgensen, K. E.
and K. V. Laatikainen eds. (2013) Routledge Handbook on the European Union









２０１２年１１月２９日，ニューヨークの国連広報局は General Assembly grants






















な基本的要件 (prerogative of the Member States) を充足していることを確認する
ものであった１）＞と決議採択の歴史的意義を強調したことに端的に示されてい
る。




決を１９４７年１１月２９日に採択された国連総会決議第１８１号 (II) Future Govern-






















































EU 域内・域外における政治的駆け引きであった。European Foreign Policy
Scorecard によれば，その軌跡は，以下の通りであった。
（２０１０年）EU は，リスボン条約の発効をうけて，国連総会における
“enhanced observer status” の獲得を重点課題として追求した。・・・国連
総会において EU 高官に対し，新たに発言権および提案権を認めることを
意味する，この “enhanced observer” status の確保という EU の目論見は，
新たな混乱を引き起こした。EU は，この特別な地位の確保を優先的政策
課題として位置づけ，その実現を図った。しかしそれはあくまでもひとり











び国連総会における EU の “enhanced observer status” の確保に奔走した。
・・・あくまでも限定的とはいえ，EU に対して総会における討議に参加






























External Tariff) を導入するものであった。こうしてローマ条約（EEC 設立条約）
に規定された過渡期間を終了した EC が，次の目標（ステップ）として掲げた
のが経済同盟の構築であった。同時に EC は，これを一大転機として，長らく
封印してきた政治協力の分野に再挑戦 (Re-launch) することとなった。EC 加











(consolidation)・拡大 (enlargement)＞を主要テーマとする首脳会議 (Meeting of
the Heads of State or Government) を年内に開催することを求めたのである。








全１６パラグラフから構成され，正式には Final communiqué of the Conference














国の EC への加盟は，EC そのものの発展に寄与する。
つづく第５パラグラフ～第１６パラグラフは，各論に相当するものであり，







































































low-key way) ながら，EC が政治協力への道を歩み始めること，具体的には EC
が対外経済関係と並行して，世界の政治問題に関しても発言する能力を身に着
ける決意であることを内外に宣言するものであった９）。
































せるべく (In order to ensure continuity in the task undertaken)，２年以内に第２報
告書を作成する＞旨を謳っており（第３部／第１パラグラフ），そこには一歩














は，１９７０年代末までに相互関係そのもの (whole complex of their relations) を，














常業務の改善，ひいては working system of collective diplomacy の構築を図る
ものであった。それは，「欧州連絡官グループ」(Group of Correspondents) の新


















を可能とするものであり，EC 加盟国間に調整 (co-ordination) という行動様式
(reflex) を定着させている。（３）ヨーロッパの連帯意識 (collegiate sense) は，国













































９月，国務長官に就任）は，１９７３年を「ヨーロッパの年」(the Year of Europe)
































である。（４）９カ国は，一体的な行動主体 (single entity) として，域外第三国
との間に，調和のとれた建設的な関係の構築を図る。（５）将来９カ国が，域外



























































もとに (in the Council of the Communities)，そしてまた②政治協力の文脈にお




































































































































１９７４年１０月１１日，国連総会は Status of the European Economic Community
in the General Assembly と題する，次のような決議案を採択した２８）。――国連
総会は，国連と EEC との協力関係の促進を希求し，事務総長に対して，オブ
ザーバーという資格で，国連総会の本会議およびその諸活動に参加する






































まして域外第三国から，国際関係における一体的な実体 (a coherent force in


















向けて，EC 加盟１０カ国が EPC に対するコミットメントを再確認することは
時宜を得ている。（１０）EC 加盟１０カ国間の協議 (consultation) こそ EPC の真
髄である。（１１）EC１０カ国がひとつの声で発言するための客観的な条件は，
以前よりも充足されている。EC１０カ国は，共通の立場 (common positions) の














ルにおいて，EC 委員会の EPC プロセスへの完全な参加 (fully associated with











































EC と EPC の活動を整合的かつ緊密なものとすることの重要性を強く認
識する。（４）欧州理事会は，EC と EPC の関係について一般的な政治的
ガイドラインを策定する。（５）欧州理事会は，対外関係に関して EC１０
カ国に共通の立場を表明する。（６）EC 委員会は，EPC の活動に対する完






on European Union) に組み入れることの是非を決定する。
EPC プロセスの始動からほぼ１５年を経過――。こうして EC は，外交政策
の分野における加盟国間の協力を＜事実上の慣行＞から，法的根拠規定に裏付
けられる＜合法的な活動＞へと格上げしたのである３６）。
それでは SEA において，EPC はどのように規定されたのであろうか３７）。そ
もそも SEA は，「１９９２年プログラム」，すなわち＜１９９２年末までに，EC 加盟












発展するのはきわめて自然な動きであった。SEA の “Single” すなわち「単一」
社会イノベーション研究
― ―１１６














sistency and solidarity) を基本原理として行動する。（５）国連憲章に基づき，国
際の平和および安全の確保に貢献することが，欧州に課せられた責務であると
認識する。
ついで本則第 I 編 共通規定においては，次のように謳われた。――（１）
欧州共同体 (European Communities) および欧州政治協力 (European Political Co-




tion on European Union，１９８３年），および加盟国間にこれまで漸進的に積み重
ねられてきた諸慣行に基づくものであり，併せてそれを補完するものである。
（３）欧州理事会は，EC 加盟国首脳および EC 委員会委員長から構成され，少
なくとも２回／年開催される。なお欧州理事会は，EC 加盟国外相および EC
委員会委員（１名）の補佐を受ける。













sive force) としての EC の影響力を損なうような行動は差し控える。（７）締約
国外相および EC 委員会委員（１名）は，少なくとも４回／年，EPC の枠組み




















なお SEA の調印にあわせて１９８６年２月２８日，EC 加盟１２カ国外相は EPC











において調印された欧州連合条約 (Treaty on European Union) においてであっ
た。EC 加盟国は，CFSP（Common Foreign and Security Policy，共通外交安全
保障政策）という新たな枠組みのもとに EPC の抜本的な再編成／再活性化を
図ったのである。それは EC をより包括的な EU（欧州連合）へと発展させ，








（Democratic Deficit の解消）・・・等，EC は新たなアイデンティティの構築を
強く求められていった。それは SEA を単なる＜通過点＞として位置づけるも
のとなり，その結果，SEA の存在意義は急速に希薄化されていった。





















徴づけられる。すなわち，「EU とは，一方で EC を存続させつつ，他方で EC
では扱わない『共通外交安全保障政策』分野の政府間協力と，『警察刑事司法』
分野の政府間協力とを並存させ，この３領域に共通の機関として欧州〔首脳〕
理事会 (European Council) と閣僚理事会 (Council) を位置づけた統治体制であ
る。・・・EC を第１の柱，外交安保を第２の柱，警察・刑事司法を第３の柱
というのである４１）」。その理由は，「EC 諸国は１９９０年初頭の段階では，経済事




























第 V 編 共通外交安全保障政策に関する規定 (Provisions on a Common















































として１９９７年１０月，アムステルダム条約 (Treaty of Amsterdam amending
the Treaty on European Union, the Treaties establishing the European Commu-




ち，アムステルダム条約第 V 編 共通外交安全保障政策に関する規定に








２００１年２月，EU 加盟１５カ国はニース条約 (Treaty of Nice amending the
Treaty on European Union, the Treaties establishing the European Communities















Declaration on the Future of the European Union) を採択し，ヨーロッパの将来
を検討する欧州諮問会議 (Convention) の設置を決定した。それは事実上，欧州
憲法条約 (Constitutional Treaty of Europe) の草案作りを中心的な任務とするも
のであった。
２００３年７月，欧州諮問会議は政府間会議に対して，欧州憲法条約草案 (Draft





















amending the Treaty on European Union and the Treaty establishing the European





































































長で構成される。外務・安全保障政策上級代表 (High Representative of the Union

































































最後に第 VI 編 最終規定／第４７条において，連合は，法人格を有する (The
Union shall have legal personality) と規定された。
それでは，EU 条約と同等の法的価値を有し，連合の運営，権限行使を体系























このようにリスボン条約，より直接的には EU 条約は，SEA およびマース
トリヒト条約を通じて EU が段階的に積み重ねてきた EPC の法的基盤整備作








































事情は，EU にとっても同様であった。Economic Giant／Political Dwarf とい
う，ある意味では不自然（いびつ）な Civilian Power から，Normal Power さ
らには Normative Power／Ethical Power への移行を模索し，その一環として共
通外交・安全保障政策分野へのスピルオーバー，平和・安定・繁栄の領域への
















Global Partnership／Global Alliance という共通の大義のもとに協働関係の強化
に向けて徐々に歩み始めた。ただしそれは一気呵成に実現したわけではなかっ
た。EU–UN パートナーシップが具体的に開花したのは，２１世紀への移行前夜

































関）においては，１９９１年に EU は地域経済統合体 (Regional Economic Inte-
gration Organisation)／地域統合体 (Regional Integration Organisation) として
Full Member の資格を付与された。さらに消費者の健康の保護，食品の公
正な貿易の保護を目的として，１９６３年に FAO と WHO により共同で設置
されたコーデックス委員会 (Codex Alimentarius) においても EU は，２００３
年に Full Member の資格を認められた。ちなみに，GATT／WTO におい
ても EU は，共通通商政策を推進する独自の関税地域として Full Member
としての地位を獲得している。（４）国連会議：国連が主催する国際会議に






















２００１年５月，欧州委員会は Building an effective partnership with the United
Nations in the fields of Development and Humanitarian Affairs と題するコミュニ
ケーションを発出した。それは，開発協力と人道援助の分野に限定しながらも，











ブザーバー資格のみ）であり（Full Member となっている FAO, “Privileged
Observer” の地位を付与されている WFP は例外的存在），EU が政策形成レベ
ルにおいて直接行使しうる影響力は限られている。（５）EU は，国連諸機関の
通常予算に対する拠出を行っていない。その結果，政策の基本的／全体的な方


















(International Conference on Financing for Development) が開催された。会議には，
















進することを訴える。（５）EU は，ODA の対 GNP 比＝０．７％という国際目標
を達成する決意である。そのために EU は全体（加盟国＋欧州委員会）として，













２００３年９月，欧州委員会は EU 閣僚理事会および欧州議会に対して The
































２００３年１２月，欧州理事会は A Secure Europe in a Better World: European





























２００４年４月，EU は The Enlarging European Union at the United Nations:
Making Multilateralism Matter と題する報告書を公刊した。それは＜EU 閣僚理
















２００４年４月，ASEM 外相会議は，「多国間主義に関する ASEM 宣言」
(ASEM Declaration on Multilateralism) を採択し，多国間主義の推進に向け












全保障戦略 (European Security Strategy) および最近の ARF ならびに平和
と安全を促進するためのバリ第二宣言にある ASEAN 安全保障共同体に合
意した ASEAN での進展に留意した。
２００５年６月，欧州委員会は The 2005 UN Summit –Addressing the global chal-







２００５年１１月，EU 閣僚理事会，欧州議会，欧州委員会は The European Con-
sensus on Development と題する共同宣言を採択し，国連を中心とする開発協力
の推進，具体的にはミレニアム開発目標 (MDGs) の達成に向けて，断固たる
決意で実効的多国間主義にコミットする旨を確認した（第１３パラグラフ）。
２００６年，国連（ブリュッセル事務所）と EU は共同で The partnership between
the UN and the EU: The United Nations and the European Commission working
together in Development and Humanitarian Cooperation と題する年次報告書を創
刊した。それは，＜開発・人権・平和と安全＞という中核的価値を追求するに
際し，国連と EU は Essential Partner／Natural Partner の関係にあるとしたうえ
で，とくに開発協力および人道支援の分野における両者間の協力関係の進捗状
況を概括するものであった。
２００８年１２月，EU は Report on the Implementation of the European Security
Strategy –Providing Security in a Changing World– と題する報告書を作成した。
それは，２００３年１２月の ESS の策定以来，５年間の実施状況を検証するもので
あり，EU と国連との関係については，次のように指摘された。――グローバ



























対外活動庁 (EEAS) の設置により，EU はこれまで以上に，国連のよきパート
ナーとなることが可能となった。EU は，すべての国連加盟国に対して，国連






















は共同で Participation of the European Union in the work of the United Nations と
題する決議案を加盟国に送付した。それはリスボン条約の発効を踏まえ，国連






for regional integration) が共通対外政策の展開，およびそれを支える恒久的な
基盤整備を推し進めているこんにち，地域統合組織およびその加盟国を代表し






約に基づき EU 加盟国は，EU に権限が付与された活動領域に関しては，欧州




















った。――（１）EU が Participation of the European Union in the work of the United
Nations と題する決議案を提出した目的は，あくまでも国連における EU の効
果的な参加を促進することにある。（２）同決議案を正式に提出する以前から，

























observer status を認めようという EU の提案は，きわめて興味深いものである。
（２）カリブ共同体は，すでに国連総会においてオブザーバーの地位を保持して
































































































始まった外交バトルは，午後１時前に EU の敗北により幕をおろした。EU の
主張を支持してスリナムの動議に反対したのはヨーロッパ諸国（４４カ国），お
よびアメリカとその友好国（日本，韓国，イスラエル，メキシコ，パナマ・・・







２０１１年３月，EU 加盟２７カ国は共同で Participation of the European Union in











い。（２）地域組織がどのような external representation を展開するかは，地域組







ついで Participation of the European Union in the work of the United Nations と













れる “Enhanced Observer” としての権利――に関しては，国連総会／各会期の
冒頭，総会議長から一回に限り説明される。
２０１１年４月，EU 加盟２７カ国は３月に提出した決議案の改訂版 (revised draft
resolution) を国連総会に提出した。それは基本的にテクニカルかつマイナーな
変更（字句の修正・削除やナンバリングの変更等）にとどまるものであった。



































































者が non-Member entity だからである。これに対して EU は，国連加盟国から





















































ひきつづき議長は Participation of the European Union in the work of the




































































国連総会決議 Participation of the European Union in the work of the United
Nations に 対 す る カ リ ブ 共 同 体 の 解 釈（認 識）を 取 り 纏 め た 文 書
Interpretive declaration by the Bahamas on behalf of CARICOM, 3 May 2011, in
connection with General Assembly resolution 65/276, entitled “Participation of the
European Union in the work of the United Nations” を加盟国に送付するよう要請
したのである。それは，決議の採択直後にバハマ代表が口頭で行った explana-
tion of vote をあらためて文書化し，再確認するものであった。
その結果２０１１年６月１日，国連事務局は Participation of the European Union



























会において EU の参加資格に関する決議が採択された。それにより EU は，国
連総会において発言権を認められることとなった。（２）本決議の採択は，国連












開始直後，一般討論の開始を目前に控えて欧州委員会は 66th UN General










討論において初めて EU を代表して演説し，国際問題の解決に向けて EU が





は高度な Diplomatic Statement に彩られる通過儀礼の一断面でしかなかった。
EU にとって “Super Observer” の地位の獲得は，EU 外交の勝利とはほど遠い
ものであり，屈辱的な外交努力の積み重ねによってかろうじて国際社会から恩
恵的に付与されるものにすぎなかった。













Observer” の地位を付与してもらう代償として EU は旧植民地国に対して屈辱
的な外交努力を強いられたのである。それは Global Power／Normative Power／
Ethical Power を標榜する EU に対して，セルフ・イメージ (Self-image) とパブ











































２０１２年５月，EU は European Union medium-term priorities at the United






























その総力をあげて獲得した国連総会における “Super Observer” の地位――その
スピンオフ効果は，いまだ未知数と言わざるをえないのが実情である。
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